ワープロはタイプライターを電子化しパソコンに取り込んだものです。ここで注意を要するのは、ワープロが紙と鉛筆を電子化したものではないということ。日本ではあんまりタイプライターが一般的でありませんでしたから、ワープロというとすぐに原稿用紙やノートをパソコンのアプリケーションにしたものと考えがちですが、これは違います。タイプライターですから、文字入力ではキーボードのキーを打つし、空白にはスペースキーを使い、改行するにはEnterキーを使います。これら、すべてタイプライター時代からの約束事です。
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